






要約: 

現在ガラクトース血症が疑われる症例に赤血球を用いた酵素測定で型別診断が行われてい

る。しかし、時には遺伝性のガラクトース代謝異常との診断が困難なこともある。一先ず、

我々はガラクトース血症の症例に乳糖摂取制限をし、2 週以後に、尿中ガラクチトールを

測定したところⅠ型、Ⅱ型の症例では乳糖摂取制限していても尿中ガラクチートルが高値

を示した。 

さらに、ガラクトース血症の heterozygote 症例に乳糖負荷をして、その尿中ガラクチトー

ルを測定し、タイプ間の相違を検討した。その結果、Ⅰ型、Ⅱ型の heterozygote の尿中ガ

ラクチトール量も高値であった。これはガラクトース代謝能力の差によるものと思われる。

今回の結果より、乳糖摂取制限下の患者の尿中ガラクチトールの測定および乳糖負荷を行

った hetero-zygote の尿中ガラクチトールの測定はガラクトース血症の型別診断に有用で

あると思われる。 


